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30 CIRAS Discussion Paper No.93　多民族社会マレーシアにおける移民と社会統合
合パターンを考えるときに役に立つ考え方だと思い
ます。
移民と就労者への着目から 
出自国と受入国双方の包括的な理解へ
司会●東南アジア域内からマレーシアへの移民およ
び就労者の実態について、インドネシア、フィリピン、
ミャンマーをそれぞれ専門とする研究者によるご報
告により、かなり明確にイメージできるようになった
ように思います。またマレーシアにおける社会の統合
パターンを建国期からたどったうえで、その文脈の中
にこれら３国からの移民および就労者を位置付ける
コメントをいただいたことで、マレーシアにおける社
会の統合パターンの特徴が明確に浮かび上がってく
るように思いました。さらに、３か国からの移民およ
び就労者のマレーシアにおける生存戦略は、他地域へ
の移民および就労における生存戦略と異なる側面も
あるようで、マレーシアへの移民および就労者に着
目することが３か国からの移民・就労の理解について、
ひいては３か国の社会の理解について、新たな切り口
を提供しうる可能性もあるように思いました。
　1990年代以降、マレーシアで外国人人口が増加す
るなかで、外国人に着目した研究の多くは、非正規滞
在者を正規滞在者に転換する法的・行政的技術という
視点からなされてきました。これに対して本パネルで
は、移民および就労者に着目することが、出自国と受
入国双方の社会を理解するという、より包括的な視点
を得ることにつながることを示したように思います。
本パネルはここで終わりとさせていただきますが、移
民および外国人就労者に着目して社会を捉えていく
試みについて、今後も議論を続けていければと思いま
す。報告者の方がた、討論者の方、フロアからご参加
くださったみなさま、どうもありがとうございました。
